
衛星基幹部の汎用化による超小型衛星の工学モデルを開発する 
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バイナリブラックホール探査について 
Investigate Binary Black Hole（BBH） 

BBH 
銀河が衝突する際に,銀河中心にあるとされるBH同士も合体 
合体の仮定で互いに回転し合うBHをBBHという 
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理想光度変動 
（〜10倍の光度変動） 

１周期 
X線観測 

光度変動の周期性観測 

期待される成果 BHや銀河の成長過程解明 
重力波天文学への寄与 Prospective result 

超小型衛星を用いた継続的な理学的挑戦 
gazing at physical science missions as bearers of continuous scientific challenge 

超小型衛星の課題 
工学分野 理学分野 

連携が不十分 

ORBIS 
Orbiting Binary black-hole Investigation Satellite 

理学と工学の融合となる 
「バイナリブラックホール探査」を提案する 

ミッション系開発 

X線観測用CCD 

ペルチェで冷却（-50℃以下） 
浜松ホトニクス製 

キャピラリレンズ 

透過率25% 焦点距離200mm 
管内でX線を反射し集光 

ペルチェ素子冷却性能評価試験 

真空中での冷却性能評価 
ΔT=69Kを達成 

CCD冷却用ペルチェ素子 

ΔT=80K程度になるように調整 
2段ペルチェを使用 

今後の予定 

放熱面を室温以下にした場合の 
性能評価 

更に大きなΔTが出せるペルチェ
素子を用いた冷却試験 

CCD動作試験 

C&DH系 

理学需要を開拓できない 
衛星の利点を活かせていない 

新たなコンセプトの超小型衛星の提案 
従来の大型衛星では難しいミッションの実現 

低コスト 

高性能 理学ミッションの遂行 

衛星の高占有性から天体の継続的長期観測が可能 

スケジュール 

CAN通信 
汎用型バスを系のモジュール化で実現 

動作シーケンス 
新し信頼性評価を用いたサブシステムの動作シーケンス例 

熱構造モデル 

衛星構造 

STMモデル製作 

Mission部 
観測窓 

スターセンサ 
サンセンサ 

新規領域創成型 

巨大バイナリブラックホール探査のための超小型衛星ORBISの提案 
その初号機におけるバイナリブラックホール探査の実施に向けて 
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